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千葉典男提出論文内容要旨

 Ser“■ninは体内で代謝されて5-Hydroxylndole酢酸(以下5-HエAAと略)

 とたって尿中に排泄され・る。i著者はUdenfriend法をやx簡易化したMacfarlane法に

 より尿中5-HIAAの定量を試みた。まず本法の信頼性を確めた後,正常対照例知よび諸種疾

 層例について検索を打つ,た。

 尿を凶'酸でpH5とした後,5-H工AAをエーテルで抽出し,0.1%Ni七rosonaPh七一

 holとアルコール藩液とで稀餌亜硝酸と呈色せしめた。これを酢酸エチルで2園滑出した褒・

 .比色した。別に5一・HエAAの納品の水溶液を直'らに呈色させて作成した標準llll線は,200

 μ9まて曄線を示した。また5一一H工AA納品水溶液からのエーテルによる1回抽出率技,食塩

 .を飽和することによって84%に上昇せしめることが出来た。尿に純品の一定量を添,如した場合

 に、その同収率は,平均81%であった。またエーテルによる抽出率けpH5で鯖蹄緊麓であっ

 た。尿を酢酸でpE5とし,常温で保.存し・た場合には,その5一亘工AA含量は2週ないし7遊

 1麦に幻こほy半減した。同一の尿についてその5-HIAAの定量を2回反復した場合の再現性は

 平均95.5%であった。

 被険例5例について尿中5-HエAAの日内変動をみたところ,特に一定した傾向1まなかった。

 また6例について午前およひ午後の各4陽樹排泄量を比較した籍呆でも,特に一定の傾向は見ら

 れなかった。次に正常お・よび()疾患例,計可5例について測定した昼食後2時薗までの毎時・排泄!

 量は,24時間平均排泄量より高値を示すものが多かった。即ち食後には尿中5-HエAA排泄

 鼠は,増ノ距の!1真向を:示すことヵ{認められ,た。

 i鰹,前者2例に5-H工AAの納品を内服させ',その暖の尿中排泄1を追究した結果,2時間以内

 にその大都分が排泄されることをみた。バナナはSero七〇ninを含んでいることが知られてい

 るが,このバナナの食後にも,尿中5-H工AAは増加した。

 6例につき24時間の5-HIAA尿中排泄量を連日測定した結果では・逐日変動が署しい例

 と比較的一定している例とがみられた。

 次に薬剤投与の5-HIAA排泄量にお・よぼす影響を調べた。まずReserpine'10"`yの内

 服によって,その後24時間の5-H工AA排泄量は2～3倍程度に増量することが認められた。

 またReserpine2〃'rの筋注によっても,その後24時間の排泄量は同様に著増したが・その

 後には前値よりやX低下した例が多かった。内服および注射のいずれによっても尿量には特に変

 化を来さなかった。Monoamineoxidase阻害剤JB-516の1日12'ノ'y内服によって

 .詣25'7一



 は,5-aIAA排泄量は漸次低下する傾向がみ・られた。

 正常人56例における24時間尿中排泄量は,平均5.19土D.27"1シであり,そのうち男子の

 方が女子よりもやx高値を示した。高血圧症て8例における平均値は崖05士0.54"1yで,正常

 に比し有意の高値を示した。肝疾患14例でむや玉高い値を示した。心疾患,腎疾患では大知①い

 て正常値と有意差がなかったが,糸球体濾過値が20CC/分以下に低下した重症腎不全の5例で

 は,全例とも1響以下の低値を示した。

 甲状腺機能亢進症の46例では平均5.96圭0,28"`警と上昇し,機能低下症喋0例では平均

 2、85土0.52囎とやx低下していた。これら甲状腺機能亢進症および機能低下症につき,治療

 前の24時間尿中5-HIAA排泄量を検定したところ,基礎代謝率お・よびll[清PBエf直と有意の

 相関を示すことが認められた.。

 さらに甲状腺機能亢進症では,1131,メチルサィフi一ユラシル,ReserpmO等の投与によ

 り1基礎代謝率が低下するにつれて尿中5-HIAA排泄量も低下することが多かった。逆に機

 能低下症においては甲状腺製剤の投与により基礎代謝率が上昇するに伴い,尿中排泄量も上昇す

 る傾向がみられた。

結

 △
囲

 ≡
」
口

 尿中5-HIAAをMaofarlaneらの方法により測定した。健常者では後口投与した5-

 H工AAは尿中に速かに排泄された。5-HIAA排泄.ILtは食後に増加の傾向を示し,バナナ摂

 仮渡には著るしく増加した。またこの尿中内因性5-HエAA排泄量はReserpineの投与に

 より著増し,MAO阻害剤の投与によっては減少した。

 高1皿圧i症および肝疾患例1てお・ける尿中5-HIAAはや』高し(f直を示し,重症腎不全1例では極

 めて低下していた。

 甲状腺機能亢進症例では一般に高値を示し,逆に低下症例では低値を示すことが多かった。こ

 れらの例では,基礎代謝率と尿中5-HIAA排泄量は正の相関を示した。両者とも治療により

 '甲状腺機能が正常化するに伴い尿中排泄量も,正常の域に近づいた。
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旨
 SerOtOnir⊥の代謝産物である5-Hyd.rOxyi且dole酢酸(5-HエAA)の尿中排泄

 量をMacfarlar⊥e法によって測定した。本法の特異性,回収率むよび再現性を検討し1充

 分実屠に供しうることを確めた後,本法により正常例お・よび諸種疾患例にむける5-HエAA尿

 中排泄量を測題した。

 得た結果は次σ)通りである。

 尿中5→三王AA排泄景は、特定4)日内変動静よぴ午前と午後との差異を示さなかったが,'食

 後2時間にはや～増加の傾向を示した。またRe6erpir⊥eの投与によって著増し一MAO阻

 害斎1殴与によりほy半減し一バナナの食後には著増した。5-HエAAは寮その純品を内服した

 後には速かに尿中に排泄された。

 正常者56例にむける5-H工AA24H寺間尿中排泄母の平均け子.19上0.26"'『で,性差

 は攻かつた。高血圧症寸8例では平均な05±α54"'仏また肝疾患窪4例では平均5,96士

 0.41曙で、ともにやx高い1直を示した。重症腎不全:例を除外し定腎疾患5例の平均は5.87

 上口.40"'9で、有意の変化を示さ攻かつたが1重症腎不全の5例では全:例1帯以下の低1直を示

 したoCush4⊥9症候群一原発性AlαoδLerOr⊥症蔚よび畠1」腎1生器症候群等の呂Ul弩皮質機

 能亢進症7例にまナける平均は5,04上0.45"』yと低下しlA⑳i50n病5例の平均は5、65

 鰐と上昇していた。

 甲状腺機能フ毛巻症46例にお・ける平均は5.96上D、28〃'7で,明らかに高値を豪し,機能低

 下症10例における平均は2.85上0.52"'yで低値であった。これらの例の尿中5-H工AA排

 泄量は基擬代謝率および血清蛋白結合沃度値と明らかな相関を示した。これに反し尿量一身長

 および体重と'は相関を示さなかった。治療により甲状腺機能が正常化すると共に,尿中5-H]飴

 排γ雌'も正常化することが,多・くの例に認められた。

 以上,著者は諸種疾患時にかける尿中5-H工AA排泄量の変化を追究し,特に甲状腺機能亢

 進症に於いてこれが明らかに増加することを認めた。
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